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風
力
業
界
は
陸
上
大
型
翼
に
期
待 

木
質
バ
イ
オ
は
ガ
ス
火
力
並
み
へ

で
は
、
風
力
の
状
況
は
ど
う
か
。
大

規
模
開
発
が
進
め
ば
コ
ス
ト
競
争
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
が
、
30
年
度
の
導
入

目
標
１
０
０
０
万
kW 

に
対
し
、
導
入

量
は
３
４
０
万
kW
に
と
ど
ま
る
。
風
況

の
良
い
土
地
が
限
ら
れ
る
中
で
、
系
統

制
約
や
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
長
期

化
な
ど
が
課
題
だ
。
ア
セ
ス
は
手
続
き

期
間
の
半
減
を
目
指
し
、
環
境
省
な
ど

が
迅
速
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

政
府
は
洋
上
風
力
の
開
発
加
速
の
た

め
、
今
年
３
月
に
一
般
海
域
の
利
用
ル

ー
ル
を
定
め
た
法
律
案
を
閣
議
決
定
し
、

今
後
国
会
で
審
議
す
る
。
ル
ー
ル
を
適

用
す
る
事
業
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
入
札
制
に

移
行
さ
せ
、
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
。

た
だ
18
年
度
の
買
い
取
り
価
格
は
、

洋
上
風
力
が
kW
時
36
円
と
、
陸
上
風
力

の
20
円
よ
り
ま
だ
ま
だ
高
い
。
日
本
風

力
発
電
協
会
（
Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
）
の
鈴
木
和

夫
副
代
表
理
事
は
、「
コ
ス
ト
低
下
の

た
め
に
は
陸
上
風
力
の
大
型
翼
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
建
設
コ
ス
ト
の
削
減

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
。
い
ま
の
陸
上

格
と
同
水
準
に
近
づ
き
、
業
務
用
は
も

う
一
歩
と
い
う
状
況
だ
」
と
説
明
。
日

本
で
は
需
要
地
に
近
い
地
域
で
工
場
の

屋
根
な
ど
を
有
効
活
用
す
る
形
が
向
い

て
い
る
と
し
、「
コ
ス
ト
低
減
に
向
け

手
っ
取
り
早
い
の
は
、
非
住
宅
で
低
コ

ス
ト
な
自
家
消
費
モ
デ
ル
を
広
げ
て
い

風
力
の
発
電
コ
ス
ト
は
13
円
程
度
。
業

界
と
し
て
は
７
〜
８
円
を
目
指
し
て
い

る
」
と
言
う
。

太
陽
光
に
次
い
で
急
拡
大
が
進
む
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
。
17
年
度
、
２
万
kW
以

上
の
一
般
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
買
い
取

り
価
格
が
24
円
か
ら
21
円
へ
引
き
下

が
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
12 

GW
（
１
GW
＝

１
０
０
万
kW
）
も
の
駆
け
込
み
申
請
が

あ
っ
た
。
だ
が
、
輸
入
燃
料
に
よ
る
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
拡
大
し
て

き
た
イ
ー
レ
ッ
ク
ス
の
阪
本
敏
康
取
締

役
は
、「
発
電
所
の
開
発
は
い
っ
た
ん
、

見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
漏
ら
す
。

現
在
発
電
コ
ス
ト
は
20
〜
21
円
。
買
い

く
こ
と
だ
」
と
強
調
す
る
。

一
方
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

「
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
側
が
条
件
の
良

い
電
源
を
徹
底
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
、

新
電
力
が
長
期
契
約
し
て
い
く
流
れ
に

な
る
だ
ろ
う
」（
太
陽
電
池
メ
ー
カ
ー

幹
部
）
と
の
見
方
が
あ
る
。
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、
再
エ
ネ
を

原
子
力
と
併
せ
て

重
要
な
経
営
課
題

と
位
置
付
け
る
。

再
エ
ネ
事
業
を
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
並
み
に
育

て
、
１
０
０
０
億

円
規
模
の
利
益
水

準
を
目
指
す
。

今
後
、
自
家
消

費
モ
デ
ル
を
追
求

す
る
発
電
事
業
者

と
、
大
手
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
が
大
規

模
再
エ
ネ
を
手
掛

け
市
場
売
電
す
る

形
で
、
そ
れ
ぞ
れ

コ
ス
ト
低
減
を
図

る
流
れ
の
よ
う
だ
。

主力化に立ちはだかる壁を検証
電力システムの転換は可能か

木質バイオマスも入札制に移行する

FIT価格と電気料金・スポット価格の比較 提供：JPEA
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取
り
価
格
21
円
で
は
事
業
が
立
ち
行
か

な
い
か
ら
だ
。

エ
ネ
庁
は
ま
た
、
今
年
度
、
１
万
kW

以
上
を
入
札
対
象
と
し
、
輸
入
燃
料
を

使
う
事
業
の
拡
大
に
歯
止
め
を
掛
け
る

考
え
だ
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者
協
会
の
山

本
毅
嗣
代
表
理
事
（
丸
紅
国
内
電
力
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
副
部
長
）
は
、「
あ
る

程
度
の
規
模
の
事
業
で
は
数
百
億
円
の

投
資
に
な
り
、
燃
料
調
達
や
発
電
所
の

管
理
・
運
営
な
ど
、
ほ
か
の
再
エ
ネ
よ

り
事
業
開
始
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
実

際
に
運
転
開
始
す
る
の
は
12 

GW
の
２
割

程
度
で
、
30
年
の
導
入
見
通
し
４
GW
を

大
き
く
下
回
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
強

調
。
系
統
の
託
送
料
金
の
一
部
負
担
を

発
電
事
業
者
に
も
課
す
「
発
電
側
基
本

料
金
」
が
、
今
後
再
エ
ネ
電
源
に
も
適

用
さ
れ
る
と
の
政
策
論
議
に
も
危
機
感

を
募
ら
せ
る
。
一
方
、
事
業
者
は
燃
料

の
上
流
投
資
や
、
大
規
模
化
に
よ
る
発

電
効
率
向
上
な
ど
で
コ
ス
ト
削
減
を
図

り
「
30
年
に
向
け
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
ガ

ス
火
力
並
み
の
kW
時
10
円
台
の
売
電
価

格
を
目
指
し
て
い
く
」（
山
本
氏
）
方

針
だ
。

太
陽
光
発
電
の
導
入
率
が
突
出

す
る
九
州
。
九
州
電
力
は
、
出 

力
予
測
の
精
度
向
上
な
ど
で
、
さ
ら
な

る
受
け
入
れ
量
拡
大
を
図
る
。
た
だ
、

今
年
５
月
３
日
に
は
需
要
の
８
割
を
太

陽
光
が
占
め
、
早
け
れ
ば
今
秋
に
も
再

エ
ネ
の
出
力
制
御
が
行
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
必
要
最
低
限
か
つ
公
平
に
出

力
制
御
を
実
施
す
る
た
め
の
「
再
エ
ネ

運
用
シ
ス
テ
ム
」
構
築
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

風
力
の
計
画
が
集
中
す
る
東
北
北
部

で
は
、
系
統
制
約
エ
リ
ア
が
拡
大
。
東

北
電
力
は
、
事
故
時
に
瞬
時
に
電
源
の

出
力
を
制
限
す
る
こ
と
で
緊
急
時
用
に

空
け
て
い
た
容
量
の
一
部
を
活
用
す

る
「
Ｎ
マ
イ
ナ
ス
１
電
制
」
の
運
用
を
、

７
月
か
ら
開
始
し
た
。
系
統
増
強
を
せ

ず
に
連
系
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

系
統
運
用
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
再
エ
ネ

の
受
け
入
れ
可
能
量
拡
大
に
向
け
て
努

力
し
て
い
る
が
、
あ
る
新
電
力
幹
部

は
「
日
本
は
海
外
と
違
っ
て
く
し
形
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
運
用
を
し

て
い
る
だ
け
。
電
力
会
社
が
再
エ
ネ
を

入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
広
域
運
用

す
れ
ば
、
も
っ
と
導
入
で
き
る
」
と
ば

っ
さ
り
。
例
え
ば
、
九
州
と
本
州
は

５
５
７
万
kW
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
間
の
連

系
線
は
２
８
０
万
kW
と
細
い
が
、
運
用

上
の
問
題
は
な
い
と
指
摘
す
る
。

大
手
電
力
各
社
の
取
り
組
み
任
せ
で

は
、
系
統
問
題
の
解
決
は
成
し
得
な
い

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
エ
ネ
庁
や
電
力

広
域
的
運
営
推
進
機
関
な
ど
は
「
新
・

系
統
利
用
ル
ー
ル
」
を
創
設
す
る
。
①

想
定
潮
流
の
合
理
化
（
最
大
潮
流
を
よ

り
細
か
く
想
定
し
空
き
容
量
を
算
出

す
る
手
法
）
や
、
Ｎ
マ
イ
ナ
ス
１
電

制
、
ノ
ン
フ
ァ
ー
ム
型
接
続
（
平
時
の

出
力
抑
制
を
前
提
に
接
続
を
拡
大
す
る

こ
と
）
と
い
っ
た
「
日
本
版
コ
ネ
ク
ト

＆
マ
ネ
ー
ジ
」、
②
費
用
負
担
の
見
直

し
・
分
割
払
い
、
③
接
続
費
用
の
コ
ス

ト
検
証
や
託
送
制
度
改
革
、
④
手
続
き

の
迅
速
化
、
⑤
情
報
公
開
・
開
示
の
徹

底
―
の
５
つ
の
柱
で
取
り
組
む
。

再
エ
ネ
発
電
側
に
も
、
安
定
的
な
系

統
運
用
に
寄
与
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
鈴
木
氏
は
、「
系
統

問
題
や
調
整
力
確
保
に
つ
い
て
、
事
業

者
側
が
技
術
的
に
提
案
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
す
る
。

Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
で
は
、
出
力
抑
制
や
出
力

変
化
率
制
限
な
ど
風
車
の
制
御
機
能
の

活
用
を
提
案
。
国
内
に
導
入
実
績
の
あ

る
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
各
種
制
御
機
能

の
導
入
実
態
や
対
応
の
可
否
を
調
査
し
、

制
御
機
能
の
標
準
化
を
進
め
る
。
標
準

化
す
る
機
能
の
特
定
や
、
標
準
仕
様
の

蓄電池のコスト低減も、調整力確保に向け欠かせない

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
改
革
が
進
行

再
エ
ネ
も
調
整
力
担
う一員
に

第2の壁

系統制約
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